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 「"Ｙｅs, Ｗｅ Ｃａｎ!"が現実になった」  作：天野　礼子
　「林野庁長官、来年度の予算は"所有者取りまとめ"と"作業道づくり"、この２本をやる。そして森林組合がこれに集中して取組まざるを得ないように、他の予算はつくらない、これで行くから、いいね」。
　10月６日、民主党の山田正彦氏が農林水産副大臣になられてから初めての面会に、すでに「国家戦略室」のメンバーとして動き出している梶山恵司さんと私がゆくと、話し出して５分程で島田泰助林野庁長官を呼ばれ、いきなり上記の発言を山田副大臣が発せられました。
　島田さんはまん丸な目をいっそう丸くされ、まず絶句。次に「私の部下たちがどのように対応できますか……」とおっしゃるのが精一杯の感じ。
　私たち二人も驚いて、声が出ません。
　「君の部下は、僕の部下だろ。林野庁の幹部を明日の昼食時に悪いけど、12:30に集めてくれ。僕が菅直人副総理・国家戦略大臣と相談の上でこのことを決めていると皆に認識してもらえるように話をするよ」。
　"政権交代"とは、こんな場面の誕生を可能にするものだったのですね。
　それにしても、山田正彦氏は勘がいい。湯浅さんや梶山さんがいつもおっしゃっていた、「温暖化防止の伐り捨て間伐、あんな甘い公共事業があるから、森林組合が"取りまとめ"や"作業道"に取組まない。あの予算や他の予算も切っちゃえばいいんだ」という、およそ実現不可能と思える雑談をまるで聞いていたかのように吸い上げていらっしゃるのです。
　私の薦めで２年前の正月に、菅さんを委員長とする民主党「農業再生委員会」に、梶山さんを引率者として「ドイツ林業視察」に行っていただいたことがベースになっているように思えます。
　
　山田副大臣が島田林野庁長官におっしゃった来年度の予算については、あまり極端すぎる手法は取れないにしても、その方向に進むような気がします。
　「国家戦略室」の中に「林業支援チーム」をつくるという構想が、数日前に生まれたと聞きました。
　「林業」及び「林政」については、(そして他の政策についても同様のように思えますが、)"政権交代"という大ショックがなければ、「現行進んでいる政策を一から見直す」という手法はとれず、梶山さん、湯浅さんの近数年の努力は小さくしか成果を上げることができないと、実は悲観していました。
　それでも、菅さんへの「林業レク」は続けていたのですが、民主党内でこんなに理解が進んでいるとは思っていなかったのです。
　また、これほどまでの勝利で"政権交代"が成し遂げられるとも…。
　「提言書」を、政権交代選挙が行われてゆく中で、数人でいそぎつくったことも、民主党に私たちの提言を聞いていただくことが成功した理由の一つと思えます。
　２００８年１１月月７日発行のこの「山おやじ３号N0．２」ニュースでは、「Yes, We Can! のアメリカでできたことは日本の林政でもできるはず」と書いたのですが、本当に「できた」ことは、驚きでもありますが、本委員会が昨年結成されていなければ多分可能となっていなかったことだろうと喜んでいます。
